
鳥取県は、今まで三度の大きな
地震を経験しました。

・鳥取地震（昭和18年9月10日）
・鳥取県西部地震（平成12年10月6日）
・鳥取県中部地震（平成28年10月21日）

これらの震災では、ボランティア等による支援に加え、
住民同士の助けあいによる、鳥取県ならではの人と人、
人と地域との絆の強さが発揮され、地域住民による「自
助・共助」の取組が改めて見直されるきっかけとなりま
した。

鳥取県では、これらの体験や取組を後世に伝承するとと
もに、過去の経験から学び、近年相次いで発生している
自然災害に備えるため、本サイトを通じて、文章や画像、
映像など様々な資料を無料で公開しています。

ポータルサイトの閲覧は
こちらの二次元コードから!!

ポータルサイトリンク

鳥取県危機管理部消防防災課
TEL ： 0857-26-7082



昭和18年9月10日17時36分54秒、鳥取市近郊の吉
岡・鹿野断層で地下10キロメートルを震源とするマ
グニチュード7.2の地震が発生しました。

この地震により、震度6を記録した鳥取市と周辺
市町村では、家屋の倒壊や道路・線路・橋梁等の破
壊など大きな被害が発生しました。また、夕食の準
備中だったこともあって火災も発生し、県内で299
戸が全半焼しています。これらの被害により、木造
家屋の大半の倒壊等、当時の鳥取市の中心部は壊滅
し、古い町並みの大半が失われてしまいました。

平成12年10月6日午後１時30分に「平成12年鳥取
県西部地震」（マグニチュード7.3）は、震度6強を
日野町、境港市で記録し、山間部に発生した地震で
ありながら大きな被害を出しました。
幸いにも亡くなった人はいませんでしたが、重傷

31人、軽傷110人、全壊家屋が394戸、半壊2494戸と、
斜面崩壊・落石などによる道路・鉄道の不通箇所を
多く出しています。また、ライフラインの被害も
15,000件にも達し、沿岸地域では液状化現象による
港湾の破損は地場産業に大きな打撃を与えました。

平成28年10月21日午後2時7分、鳥取県中部の三朝
町を震源とする「鳥取県中部地震」（マグニチュー
ド6.6）が発生し、倉吉市で震度6弱を観測するなど、
中国、四国、近畿地方を中心に関東地方から九州地
方にかけての広い範囲で震度6弱～1を観測しました。
この地震では、関連死も含めて亡くなった人はい

ませんでしたが、鳥取県内で重傷8人、軽傷17人、
住家全壊18棟、住家半壊312棟、一部損壊15,078棟
の被害が発生しました（火災は発生なし）。
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※家屋被害（平成30年3月20日時調査）

人的被害 家屋被害

死者 負傷者 全壊 半壊 一部損壊

0 141 394 2,494 14,134

※消防庁による被害の状況（鳥取県のみ抜粋）
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※「鳥取県震災小誌」より

人的被害 家屋被害

死者・
行方不明

負傷者 全壊 半壊 全半焼

1,210 3,860 13,295 14,110 299

人的被害 家屋被害

死者 負傷者 全壊 半壊 一部損壊

0 25 18 312 15,078


